
第 2 章 北 白川追分町遺跡の 花粉分析 

申掘 ;3 億 二 

試掘調査の結果， 北 白川扇状地にはイチイ ガシ の優占する照葉樹林が 成立していたこと ， 

堅果が食用に 供される トチノキ が分布していたことなどが 推定されたが ，その後の発掘の 

結果，湿地部から 埋没 株 があ らわれることとなった。 多量の植物遺体や 無数の足跡が 検出 

され，人間が 湿地林を積極的に 利用していたことが 伺われた。 本調査では泥炭質層の 最上 

層から地山に 達するまでの 比較的連続した 堆積の断面を 選び，試料を 採取した。 本章では 

これらの堆積物の 花粉分析をおこない ，各泥炭質層の 堆積時期についての ，考察をおこ な 

う 0 

1  試料の採取 

試料を採取した 地点は， Po, Pl, P2, P3, P4 の 5 地点であ る ( 図 69)0 

Po 地点は微高地の 基底を形成する 白川の砂層群からなり ，試料の採取にあ たっては， 

花粉を含んでいる ょ らに思われた 第 53 層の黄褐色細砂 2 を選んだ。 

P, 地点では， 第 11 層から第 49 層までの各層から 採土したが，実際に 分析に供したのは ， 

花粉保存状態が 良好であ った第 38 層 ( 黒色土 1 

中 ) と 第 41 層 ( 黒色土 2) の試料の 2 点であ る。 

第 38 .41 層は含まれる 土器から縄文中期末 - 

縄文後期初頭頃 と考えられている。 

P2 および P, 地点では， 植物遺体を含む 第 

15 層 ( 泥炭質 層 1 上 ) から第四層の 地山に至る 

までの堆積物を 対象として，垂直方向に 試料 

の採取をおこなった。 花粉分析には ，花粉が 

良好に保存されている 泥炭質層を主に 用いた。 

P4 地点は最も深くまで 発掘されたが ， 最 

下部付近の第 35 層 ( 青灰色シルト 2) から 3 つ 

の試料を得て ，それについての 分析をおこ な 

図 69 花粉試料の採取地点                         った ( 図 70 ～ 78)0 

9, 
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なお， P2, P3, P4 地点から得られた 試料の命名にあ たっては，地点者 と ，第 15 層 ( 泥 

炭質 層 1 上 ) の上面から採土 点 までの深さ Cc め とであ らわした。 たとえば， P3 地点の深さ 

150cm から採取した 試料 は P3-150 とした。 なお Pl 地点は層位 38.4n であ らわした 0   
試料の処理は 次の順序でおこなった。 約 509 の試料を水にとき ， @ ㎜の舖に通して 大型 

ゴ，の 除去 り NaoH 処理 (5% NaoH 溶液中で 24 時間放置 ) り 再び師で 177 が以上の ゴ 
  

，を 除去 づ 水洗 (5-10 回 ) づ 蒸発皿に移し 浮沈 法 で植物質を鉱物質から 分離 づ HF 処理 

( 鉱物質の除去 ) づ 水洗 C5 回 ) づ 酢酸処理 ( 脱水 ) づアセ トリシス処理 ( 無水酢酸 9 : 濃硫酸Ⅰ 

の混合液を加え 9n@ 「 @ で 3 分間湯煎 ) づ 酢酸処理 づ 水洗 ( 敷固 ) づ グリ・ ヒ リンジェリ一で 封入。 

検鏡，同定にあ たっては， 属科 まで決定できるものがほとんどであ るが，科や属の 異な 

る数種の植物では 形態的に花粉を 識別することが 困難であ る。 その場合には 代表の属 ( 科 ) 

の後に type を付して，花粉型をあ らわした。 

花粉の出現率を 計算するに際しては ，次の木本風媒花粉の 合計値を基数に 用いた。 

針葉樹 : スギ 属 ，コウ ヤ マキ 属 ， ヒノキ 科型 ，マッ 属 ， モ ; 属 ， ッガ属 ， イヌマキ 属 

広葉樹 : ヤマ モモ 属 ，ブナ 属 ，コナラ亜属，アカガシ 亜属，シラカバ 属 ，ハシバ， 属， 

クマ シデ属 ，イヌ シデ属 ，ハンノキ 属 ， オニバル ; 属 ， サヮ グル， 属 ，ニレ 属 ， 

ケヤキ 属 ， ェ ノキ 属型 ， クヮ科 ，イスノキ 属   
花粉分析の結果，木本草本を 合わせて 78 層 と 7 タイプを検出し ，その結果を 図版 19 ～ 21, 

図 70-78 に示した。 出現した花粉のほとんどのものは ，木本風媒花粉であ り，木本虫媒花 

粉や草木類はわずかであ った。 

Pl, P2, P3, P4 の各地点では 全 層を通じてアカガシ 亜属が 40 ～ 60 % を占めて最も 多 

く ， 15-30% を示すヒノキ 科型 ( ヒノキ 科 ，カヤ 属 ，イヌガヤ 属 ) がこれに次ぐ。 ェ ノキ 属 

型 ( ェ ノキ 属 ，ムクノキ 属 ), コナラ亜属は 5 ～ 10% の出現率であ る。 ェ ノキ 科 型の出現率 

は， P, 地点では， 最下部の第 34 層 ( 泥炭質 層 6) で 16.5% を示し，上部の 第 15 層 ( 泥炭質 層 

1 上 ) に向かって減少する 傾向があ る。 しかし P@ 地点では出現率に 顕著な変化がない。 スギ 

属は全 層から認められ ， 10% 未満の頻度であ る。 モ， 属は 2 ～ 3% を示し， コウ ヤ マキも 

P2 地点では， 2% 前後の値を示す。 しかし， ッガ属 ， ィヌ マキ 属 ，ブナ 属 ，ヤマモモ 属 ，シラ 
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カ ツ ㍉ 衰   クマ シデ属 ，イヌ シデ属 ，ハンノキ属などは 少ない。 堅果が食用となる オニバル 

; 属は P2, P3 両地点の第 21 層 ( 泥炭質 層 2 上 ) に 1 ～ 2% の出現をみ， P 。 地点では第 38 層 

( 黒色土 1 中 ) から 1.8% の率で検出されているが ， この他の層からは 極めて低頻度でしか 

見出されていない。 

以上は花粉生産量の 多い木本の風媒花粉であ るが，それに 対して，木本虫媒花粉の 出現 

傾向をみると ，クリ 属型 ( クリ 属 ，シイ 属 ) が 全 層から出現し ， 5 ～ ¥5% と虫媒花粉として 

は極めて高い 頻度を示す。 ヤナギ属は， P, 地点の第 21 .23 層 ( 泥炭質 層 2 上 ・ 2 丁 ) にの 

み高 頻度みられる。 ヤナギ と 同じく，水辺，湿地に 分布する トチノキ は全地点， 全 層から， 

2 ～ 28/0 と ，虫媒花粉としては 異常な高出現率を 示しているが ， そのなかでも ，とりわけ 

P3 地点でほ第 23 層 ( 泥炭質 層 2 丁 ), P2 地点では第 21 .23 層 ( 泥炭質 層 2 上 ・ 下 ) に， また 

Pl 地点にとくに 多く出現している 0 ヵェデ属， キハダ 属 ， ヒサカキ 属型 ， ブドウ属も上 ヒ 

較 的多出している。 この他に低頻度出現している 種類として， ウコギ属 ， ; ズキ 属 ， リョ 

ウ プ属 ， エ ゴノキ 属 ，ウルシ 属 ，モチノキ 属 ，ツバキ 属 ，トネリコ 属 ，アジサイ 属 ，コクサ 

ギ 属 ，ウッ ギ属 ，アオキ 属 ， ュズリ ハ層，サカキ 層理， イホ タノキ 属 ， マンサク 属 ，ムラ 

サキ シキブ属 ，ガマ ズ ， 属 ， クロウメモドキ 属 ， グ ， 属 ， ッッジ属 ， フジ 属 ， テイカ カズ 

ラ 属があ る。 

草本をみると 風媒花粉であ る ヵヤッリバサ 科 ， イネ科が多い。 カヤ ツリバサ 科は P3 地 

点で第 23 層 ( 泥炭質 層 2 丁 ) にとくに多く ，また P2. 地点の第 17 層と P, 地点の第 38 層に 10% 

を 越える高い頻度での 出現が見られた。 同じ風媒花粉であ る ョ モギ属は第 21 層 ( 泥炭質 層 

2 上 ) で 1.6 ～ 1.9% と他の層に比べて 多かったが全体的には 1 % 未満であ る。 虫 媒の花粉 

はその出現頻度が 極めて少ない。 その中で目立つものを 拾いあ げてみると， サナエ タ デ型 

が P2, P3 地点の第 21 層 ( 泥炭質 層 2 上 ) で， 00/4, /0 弱の頻度で出現し ， ッ リ ブネソゥ 属が P, 

地点の第 2m 層 ( 泥炭質 層 2 丁 n で 4%, P2 地点の第 21 層 ( 泥炭質 層 2 上 ) で 1.2% でている。 

この他の草本類はその 出現頻度が非常に 低く， 1% 未満であ る。 このような草木類に ， ュ 

リ科 ，ガマ 属 ， ワンモ コウ 属 ，セリ 科 ， ヌスビトハギ 属 ，イラク サ科 ， カラ " ナ ソウ 属 ， 

ギシギシ 属 ，イノ コゾチ属 ，ナデシコ 科 ，ウマノアシガタ 型 ，カラマツソウ 属 ， アブラナ 

科 ， ツ リガ キ ニンジン 属 ，シソ 科 ，タンポポ亜科，キク 亜科， ョ モギ 属 ， ヒ ニ層，アカ ザ 

属が含まれる 0 またヒカゲ / カズラ属や ゼンマイ属のような シダ 類も同様に少なかった。 

しかし， Monolate type の シダ 類は全層から 高い頻度で見出された。 

Pn 地点の試料の 花粉組成 は 前記の諸眉のものとは 大 ぎく 異 っている。 針葉樹がその 半 
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数 以上を占め，マッ 類 (= 葉 マッ，五葉マッを 一括する ) が 20%, スギが 乃老 ，ヒノキ料理 

が 13% を示し，広葉樹類は ， コナラが 10%, ニレ 属 9%, エノキ 属型が 6% でアカガシ 亜 

属は，わずか 2.1% であ る。 木本虫媒花粉ではクリ 属が 3.6% 出現しているが ， トチ ノキ属 

は検出できなかった。 草本類は，風媒花粉であ るイネ科が最も 多く 12.8%, 次いで虫媒花 

粉の キク亜科が 7,2% と多いのが注目される。 ョ モギ属も 6.9% と多 出している。 

Pg, P, 地点についてほ ，堆積層に含まれる 木本風媒花粉の 数を調べた ( 図 72-77) 。 泥 

炭質層では平均約 3 万個 /cc であ った。 第 19 層は P2 地点では約 5.5 万個 /cc であ ったが， 

P, 地点では 2 万個 /Rc と少なかった。 また第 21 層についても ， P3 地点の上層では 5.5 万個 

/cc と多いが，下層では 2,6 万個 /C.C. となり， P2 地点においても 約 2 万個 /cc と少なかっ 

た。 このように含まれる 花粉の数は， 同一層内において 垂直的にも水平的にも 不均質であ 

る。 

一方， 第 W0 層の青灰色細砂中の 花粉は泥炭質 層 に比べて少なく ， P2 地点では 0 ． 1 万個 / 

cc, P3 地点では 1.5 万個 /cc と個数に大きな 隔たりがあ った。 

    

Ⅲ 泥炭質土の堆積時期の 堆 定 

Pl, P2, P3, P4 の各地点の全層を 通じて， アカガシ亜属， ヒノキ 科型 が多く， これ 

らの花粉が全出現花粉の 半分以上を占めている。 針葉樹のスギ ，落葉広葉樹であ るコナラ 

亜属， ェ ノキ 属型 がこれに次ぐが ，各種とも ¥Q% 未満の頻度であ る。 

このような分析結果から 推定される遺跡周辺の 植生は， アカガシ亜属の 優占する照葉樹   
林であ る。 これに対応する 花粉分析結果は 京都市深泥 池 でも認められる。 深泥池の分析結 

果によると後氷期は 落葉広葉樹であ るコナラ亜属の 時代から始まった。 そして約 8000 年前 

ェ ノキ 科 型の優占する 時代となり，アカホヤ 火山灰が降下した 約 6400 年前になって ，常緑 

広葉樹であ るアカガシ亜属が 増加し始め優占 林 となるのであ る。 このアカガシ 亜属の時代 

は，人間の手によって 照葉樹林が破壊されて てツ の多い二次林が 成立し，それが 拡大する 

まで続く   0   第 15 層から第 41 層は，このアカガシ 亜属優占期の 堆積物であ る。 

これらの層の 5 ち ， P3 地点の最下層であ る第 34 層 ( 泥炭質 層 6K の分析結果は ， 他の層の 

ものと少し異なっている。 まず常緑広葉樹であ るアカガシ亜属や 針葉樹であ るヒノキ料理 

が多いことに 変わりはないが ，他の層の出現率と 比較してみると 少ない。 次に，落葉広葉 

樹であ る ェ ノキ 属型や コナラ亜属が 全層位中で最も 高い頻度を示している。 先にあ げた 深 
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泥 池の報告によると ， ェ ノキ層理 と コナラ亜属が 漸減している。 花粉の出方から 判断する 

と，第 34 層は時期的には アカ ホヤ火山灰降下期よりも 遅れるが， この ェ ノキ 属型と アカガ   

シ 亜属との交代期の 末期に堆積した 可能性も考えられる。 

他の層の堆積時期は ，第 34 層より遅れると 考えられる。 その理由は ， ェ ノキ 属型 ， コ チ 

ラ亜属の出現頻度が 低くなっていることと 共に， スギの出現頻度が 5% 前後を示している 

ことから推定される。 すなわち深泥池の 分析結果によって スギ の増加 期 が知られているが ， 

それによると 後氷期， 京都においては スギ の増加開始期はアカガシ 亜属の増加開始期 ( す 

なわち アカポヤ 火山灰堆積 期 ) よりも遅れているのであ る 0 そして スギ の増加 期は ， アカ 
  

ガシ亜属の最盛期にあ たっている。 V2. P, 地点 ( ただし第 34 層は除く ) の各層は， この ス 

ギの 増加 期 以降の堆積物であ る可能性が強い。 P4 地点は スギ が少なく，前述の 層よりも 

時期的に先行するかもしれない。 

(2) 「 P2. 地点と P3 地点の花粉ダイヤバラムの 相違について 

Pg 地点と Pa 地点とでは花粉ダイヤバラムが 異なっている。 P2 地点では 各 属の出現率が 

金屑にわたって 安定している。 アカガシ亜属は 約 40%, ヒノキ 科 型は 30% の出現率であ 

る。 この他の樹種についても 同様のことが 言える。 これに対して P3 地点では，アカガシ 亜 

属と ヒノキ料理との 出現率はばらつき ， ァヵガシ 亜属では 30-60%, ヒノキ 科 型は 15 ～ 何 膠 

の値をとる。 Pl . Pg 両地点は lom 理 しか離れていないのに 花粉ダイヤグラムがこれだけ 

異なるのほ何故であ ろうか。 

その前に注意すべ き ことは，両地点の 花粉ダイヤグラムから 想定される吉植生が 共に気 

候的 極相としての 照葉樹林であ ったことであ る。 P2 地点でみられる 出現率の変化は 照葉 

樹の構成要素間の 増減によって 起きている現象であ って，森林が 破壊され二次林が 成立し 

たために起きたり ， あ るいは異なる 森林帯の植物が 加入するために 引き起こされたもので 

忙ない。 照葉樹林を構成する 植物の花粉が 湿地に飛来し ，あ るいは水で運ばれて 調査地点 

に堆積したのであ る。 一般に 撹 乱を受けていない 静かな池の堆積物であ れば， P2 地点の 

第 21 層でみられたような ，ほぼ同一時代の 2 つの資料で極端に 出現率が異なるというよう 

なことはない。 P2 地点の第 21 層でみられる 現象 や， P 。 地点と P2 地点での花粉ダイヤバラ 

ふめ 異なりは，堆積物の 撹乱に原因するので ， @ まないだろうか。 足跡が数多く 残されている 

ことでも判るよ 5 に湿地内への 人の立ち入りが 盛んで，そのため 土の表面に起伏がで き ， 

花粉が集まりやすい 場所，集まりにくい 場所が生じる。 また時には人の 踏み込みに よ り 士 

が撹 乱されて，上の 土が下になり ，下の土が上になるといった 逆転が起こ づ たのであ ろう。 
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このことに水の 動きも加わって ，花粉の堆積が 不均質になったことが 考えられる。 この不 

均質さほ，堆積物に 含まれる花粉数にも 見られた ( 図 70 一 78) 。 このようなことが ， P2 地点 

と P3 地点の花粉ダイヤバラムの 違いの原因になったのではないかと 思われる。 

( 注コ 

㈲鳩舎巳三郎「花粉分析法に 関する 2 . 3 の問題」『奈良教育大紀要 コ 20-2, l97l 年 

(2) 深泥油団体研究バループ「深泥池の 研究 (2) 」『地球科学 コ 30 巻， pp. l22-140, l976 年 

(3) 中堀 謙二「深泥池の 花粉分析」『深泥池の 自然と人傑 泥 地学術調査報告書』， pp. l6 ㌻ @80, 

l98l 年       




